
 

 

８月定例記者会見 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日 時 令和３年８月３日（火）１１時００分 

■場 所 ２階第１会議室 

 



会 議 次 第 

 

１ 開会 

 

２ 市長の挨拶 

 

３ 市からの会見資料による情報発信 

 

４ 記者からの市政全般に対する質問 

 

５ 閉会 

 

 

 

 

 

 



定例記者会見資料 

                       
令和３年８月３日 

 

 

８月 
  

 

２３日 

（月） 

案 件 名 同和問題講演会を開催します 

問合せ先 

健康福祉みらい部 地域福祉課   ☎85-3655 

教育委員会事務局 生涯学習課   ☎85-3521 
Ｐ２ 

 

２４日 

（火） 

案 件 名 

鳥栖市男女共同参画セミナー 

「災害（緊急）時において私たちが出来ること  

～多様な人々への支援を考える～」を開催します 

問合せ先 市民環境部 市民協働推進課    ☎85-3508 Ｐ４ 

 

２６日 

（木）～ 

※２学期から 

案 件 名 中学校で完全給食を実施します 

問合せ先 教育委員会事務局 学校給食課   ☎85-8050 Ｐ６ 

 

 

 

９月 
 

１日 

（水） 

案 件 名 
鳥栖市消費者啓発講座 

「見守りで防ごう！消費者被害」を開催します 

問合せ先 市民協働推進課 消費生活センター   ☎85-3800 Ｐ７ 

 

1



情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 同和問題講演会を開催します 

日  時 令和３年８月２３日（月）１３：３０～（開場１３：００） 

場  所 市民文化会館 大ホール 

対  象 県内にお住まいの方、県内にお勤めの方 

 

 

 

 

 

内  容 

毎年８月を「同和問題強調月間」として、県と市では同

和問題解決のための啓発事業を集中的に進めています。 

市においても、誰もが気軽に参加でき、多くの人が同和

問題に触れるきっかけをつくり、身近に存在している差別

問題について正しく理解してもらおうと、毎年、講演会や

啓発パネル展を開催していますので、皆様のご来場をお待

ちしております。 

 

①同和問題講演会 

■講師 福永宅司さん 

（有限会社 子どもの学び館 代表取締役） 

■演題 『ひかり』 

～涙と笑いの感動の一人芝居～ 

■参加費 無料 

■その他 要約筆記、手話通訳、託児あり 

 

②パネル展「人権・同和問題啓発コーナー」の開設 

■市 立 図 書 館 ８月３日（火）～１５日（日） 

            １０：００～１８：００ 

■市役所市民ホール ８月２日（月）～３１日（火） 

             ８：３０～１７：１５ 

■サンメッセ１階ホール８月１８日（水）～３１日（火） 

             ９：００～２２：００ 

問合せ先 
健康福祉みらい部 地域福祉課   ☎８５－３６５５ 

教育委員会事務局 生涯学習課   ☎８５－３５２１ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 

鳥栖市男女共同参画セミナー 

「災害（緊急）時において私たちが出来ること  

～多様な人々への支援を考える～」を開催します 

日   時 令和３年８月２４日（火）１０：００～１２：００ 

場   所 田代まちづくり推進センター 

対  象 どなたでも 

 

 

 

 

 

内  容 

ＬＧＢＴＱ、外国人、医療ケア児・者など多様な人々へ

の災害時の支援や平時の関係づくりについて、地域の皆さ

んと考えてみませんか？ 

 

■講師 鈴木智惠子さん 

（佐賀災害支援プラットフォーム医療福祉部門リーダー） 

     

■定員 ４０人程度（先着順）    

  

■参加費 無料 

 

■その他 託児あり（３か月～就学前まで） 

※８月１７日（火）までに要申込  

    

■主催 とす男女共同参画市民実行委員会、鳥栖市 

 

 

 

 

問合せ先 市民環境部  市民協働推進課 ☎８５－３５０８ 
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８月２４日（火）１０：００～１２：００ 

ところ 

とき 

田代まちづくり推進センター 
鳥栖市田代大官町 1９５８番地 

☎0942-82-2704 

多様な人々への支援を考える 
 

■定員：４０名程度（定員になり次第締切） 
 

■託児：無料（原則３ヶ月から就学前まで） 

※８月１７日（火）までに要申込 

鳥栖市男女共同参画セミナー 

講師 鈴木 智惠子さん 
佐賀災害支援プラットフォーム医療福祉部門リーダー 

ＬＧＢＴＱ、外国人、医療ケア児・者など多様な人々への災害時の支援や平時の

関係づくりについて、皆さんで考えてみませんか？ 

    とす男女共同参画市民実行委員会/鳥栖市 
 

お問い合わせ・申込／鳥栖市 市民協働推進課 男女参画国際交流係 〒841-8511 鳥栖市宿町 1118 番地 

Ｔｅｌ 0942-85-3508  Fax 0942-83-3310   E ﾒｰﾙ kyoudou@city.tosu.lg.jp 

主催 

災害（緊急）時において 
私たちが出来ること 

【講師プロフィール】 

佐賀災害支援プラットフォーム - SPF 医療福祉部門リーダー／佐賀県小児保健協会 副会長 

認定特定非営利活動法人 佐賀県難病支援ネットワーク 専務理事／佐賀小児在宅支援ネットワーク 副代表 

Bright Future Saga 事務局／佐賀大学 教員（Prof）／佐賀小児在宅支援ネットワーク 副代表 

佐賀障がい・福祉を考える会 副会長／一般社団法人佐賀子ども未来プロジェクト理事 

特定非営利活動法人 空家・空地活用サポート saga 理事／佐賀ファシリテーション・カフェ 副代表 

障がい者福祉事業所ワン・ハピネス 相談役／日本医学ジャーナリスト協会 西日本支部 会員 

ホワイトボード・ミーティング チーム佐賀 株式会社ひとまち 認定講師（アドバンス、デジタル版べーシック） 

日本ボランティアコーディネーター協会 ボランティアコーディネーター検定１級 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 中学校で完全給食を実施します 

日  時 令和３年８月２６日（木）～ ※令和３年度２学期から 

対  象 生徒・教職員等 

内  容 

 市立中学校においては、これまで牛乳のみの「ミルク給

食」に加え、事前に申込みのあった生徒に対し「選択制弁

当給食」を提供（７月食数実績：1,327 食／日）していま

したが、２学期（８月２６日）から、適切な栄養摂取、正

しい食習慣の形成・向上及び食文化の理解を深めるため、

「完全給食」を実施します。 

 

■中学校給食の概要 

(1)提供食数 

約 2,300 食／日 

(2)調理・配送 

民間事業者への業務委託（契約期間:5 年間）により 

(3)調理場 

㈱日米クック 鳥栖セントラルキッチン 

(4)その他 

・小学校給食と同様に、調理場より、学級ごとの給食を

食缶に収めて、学校までお届けします。 

・各学級の給食当番がパントリー（配膳室）から教室ま

で運搬し、食器に次ぎ分けます。 

■食物アレルギーの対応 

・小学校給食での取り扱いと同様に食物アレルギー対応

を行います。 

問合せ先 教育委員会事務局 学校給食課 ☎８５－８０５０    
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 
鳥栖市消費者啓発講座 

「見守りで防ごう！消費者被害」を開催します 

日  時 令和３年９月１日(水) １３：３０～ 

場   所 鳥栖市役所２階第２会議室 

対  象 市内に居住又は通勤・通学している人 

内  容 

消費者トラブルは、誰にでも起こりうる身近な問題です

が、特に加齢や障がいにより判断能力が不十分な方は、悪

質商法等の被害に遭いやすいと言われております。 

家族や地域の高齢者の方等の消費者被害を防ぐため、消

費者被害の現状や見守りと気づきのポイントについて学習

しましょう！ 

 

■講師 園
その

 真
まさ

規
き

 弁護士 

（隈・園法律事務所、佐賀県弁護士会消費者問題委員会副委員長） 

 

■定員 ２０名（事前予約・先着順） 

 

■申込期間 ８月２日(月)から２７日(金)まで 

  

■申込方法 住所、氏名、連絡先を消費生活センターへ電

話、ファックスまたは窓口でお知らせくださ

い。 

 

■申込先 鳥栖市消費生活センター(市民協働推進課内) 

電話 0942-85-3800 ＦＡＸ0942-83-3310 

問合せ先 市民環境部 市民協働推進課 消費生活センター ☎85-3800 

 

7



 
令和 3 年度⿃栖市消費者啓発講座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 時  令和 3 年 9 ⽉ 1 日(⽔) 午後 1 時 30 分〜 (受付は午後 1 時〜) 

場 所  ⿃栖市役所 2 階第 2 会議室 

講 師  弁護⼠ 園 真規先⽣ 

     
 
 
 
対 象  ⿃栖市にお住まいの⽅、通勤・通学している⽅ 

定 員  20 名（事前予約・先着順） 

申込み期間  令和 3 年 8 ⽉ 2 日(⽉)〜27 日(⾦)  ※定員に達し次第、申込み終了 
申込み⽅法  住所、⽒名、連絡先を、消費⽣活センターへ電話、ファックスまたは窓⼝でお知らせ 

ください。(福祉事業者の⽅は、勤務先の連絡先をお知らせください。) 
 

申込み・問合せ先  ⿃栖市消費⽣活センター(⿃栖市役所 市⺠協働推進課内) 

電話:0942-85-3800  ファックス:0942-83-3310 
 
※新型コロナウイルス感染拡大や災害等により、講座を中止、変更する際は、ホームページでお知らせいたします。 

主催 ⿃栖市 
 

   

ご存知ですか︖消費者被害は、私たちの⾝近なところで⽇々起きているんです︕ 
地域の⾼齢者の⽅などの消費者被害を防ぐため、被害の現状や⾒守りと気づきのポイントについて学習
しましょう。地域で⾒守りをされている⽅、福祉関係事業者の⽅、ご家族の⽅など、ぜひご参加ください。 

〜講師紹介〜 隈・園法律事務所、佐賀県弁護⼠会所属。 
佐賀県弁護⼠会 消費者問題委員会副委員⻑、NPO 法⼈佐賀消費者フォーラム検討委員会委員
としてご活動され、消費者問題の解決に取り組まれています。 

 

8



定例記者会見資料（イベント） 

                       
令和３年８月３日 

 

 

８月 
  

 

【募集期間】 

３１日（火）

まで 

案 件 名 
「おいしかスマイル料理フォトコンテスト」を開催しま

す 

問合せ先 市民環境部 市民協働推進課    ☎85-3508 Ｐ１０ 

 

 

 

 

９月 
 

１２日（日） 

※予備日 

11 日(土) 

案 件 名 
第２７回フッペル鳥栖ピアノコンクール２０２１ 

【ジュニア部門Ａコース（予選）】を開催します 

問合せ先 スポーツ文化部 文化芸術振興課  ☎85-3645 Ｐ１２ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 「おいしかスマイル料理フォトコンテスト」を開催します 

日   時 【募集期間】令和３年８月３１日（火）まで 

対  象 市内に居住または通勤・通学している人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内  容 

とす男女共同参画市民実行委員会は、老若男女の家事参

加推進を目的に「おうちで作った料理」をテーマに料理フ

ォトコンテストを開催します。 

 

■応募資格 市内に居住または通勤・通学している人 

■審査方法 書類選考で入賞作品を選出します 

■選考基準 作品のＰＲ・エピソード内容など 

■賞品 商品券１万円分など 

■結果発表 商品の発送をもって発表にかえさせていた

だきます（市公式ホームページにも掲載） 

■申し込み方法 

応募用紙に作品の写真を添付し、必要事項（作品名、作

品のＰＲ・エピソードほか）を記入の上、８月３１日（火）

までに、とす男女共同参画市民実行委員会事務局（市民協

働推進課内）へ持参又は郵送（〒841-8511 鳥栖市宿町 1118

番地）、メール（kyoudou@city.tosu.lg.jp メール件名に「料

理フォトコンテスト」と明記）で提出。※小中学生は各学校

へ提出ください 

応募用紙は同事務局で配布するほか、市ホームページで

も取得できます。 

 

■主催 とす男女共同参画市民実行委員会 

問合せ先 市民環境部 市民協働推進課    ☎８５－３５０８ 
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とす男女共同参画市民実行委員会では老若男女の家事参加を推進するため、料理フォトコンテストを開

催します。たくさんのご応募をお待ちしております。 

募集期間  令和３年７月２１日（水）～令和３年８月３１日（火） 

 

テ ー マ  おうちで作った料理 

（完成した料理のみ、料理と一緒に撮った姿、料理を作る姿の写真等テーマに関する

ものなら何でも可能）※親子で撮った写真も大歓迎 

 

 

 

 

応募資格  鳥栖市内に居住または通勤・通学している人 

 

賞 品  １万円分の商品券 など 

 

審 査 ・  審査は、書類選考で実施します。結果は、賞品の発送をもって発表にかえさせていた 

結果発表  だきます。（結果は市ＨＰでもお知らせします） 

  

応募方法  指定の応募用紙（裏面）に、作品の写真を添付し必要事項をご記入の上、下記の応募   

先に郵送、メールまたは窓口にお持ちください。小中学生は、各学校へ提出してくだ 

さい。応募用紙は市ホームページからも印刷できます。 

 

選考基準  作品のＰＲ・エピソードの内容 など 

 

応 募 先  とす男女共同参画市民実行委員会 事務局（鳥栖市市民協働推進課内） 

〒841-8511 鳥栖市宿町 1118 番地 TEL：0942-85-3508 

Mail：kyoudou@city.tosu.lg.jp（メールの件名に「料理フォトコンテスト」と明記） 

【応募にあたっての注意】 

●応募書類の内容等は、応募者の了承なく本コンテスト以外の目的では使用しません。 

●写真に撮っている本人に必ず承諾を得てからご応募ください。 

●入賞作品の一部はついては、市 HP 等で公表します。 

●応募作品は、返却しません。ご了承ください。 

 

 

主催：とす男女共同参画市民実行委員会 後援：鳥栖市 

協賛：鳥栖養基ライオンズクラブ、ＮＰＯ ＲＩＦＡ、 

株式会社ＪＡセレモニーさが ＪＡプレアホール（旧コスモホール）、蔵出しめんたい本舗、 

株式会社ダイシ、萬寿園、原住建、司法書士・行政書士 久保山且也事務所、株式会社サガンクロス、

鳥栖昭緑園、神辺幼稚園、有限会社ケイトレーディング、江見製袋株式会社、ハウスクリーン慎、 

有限会社マツクマ自動車、株式会社ブロードキャスト、ランドリー米語スクール、 

Ｔｅｒｒａ ＫＯＹＡ ｐｒｏｊｅｃｔ、山本宏太郎 

作品募集 

♥がいこくじんのかたはこちら⇒ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 
第２７回フッペル鳥栖ピアノコンクール２０２１ 

【ジュニア部門Ａコース（予選）】 

日  時 
令和３年９月１２日（日）１０：００～（予定） 

※予備日：９月１１日（土） 

場  所 市民文化会館 小ホール 

対  象 未就学児、小、中、高、大、一般 

内  容 

市が所有するフッペル社製のピアノの悲話に込められ

た平和への祈りを次世代に伝え、音楽による平和文化創造

を願って実施します。過去の受賞者には現在ピアニストと

して音楽活動をされてる方もおり、鳥栖市が誇るレベルの

高いコンクールとなっています。 

 

■今後のスケジュール 

【ジュニア部門Ａコース】 

 （本選）１１月１４日（日）※予備日：１１月１３日（土） 

 

【ジュニア部門Ｂコース】 

（審査）１１月１４日（日）※予備日：１１月１３日（土） 

 

【フッペル部門】 

（１次予選）１１月５日（金） 

（２次予選）１１月６日（土） 

（ 本  選 ）１１月７日（日） 

 

■参加申込期限 

「フッペル部門」…８月１６日までに必着 

「ジュニア部門Ｂコース」…９月１日～９月２２日必着 

 

■参加申込先 

 フッペル鳥栖ピアノコンクール事務局 

（鳥栖市宿町８０７－１７ 鳥栖市民文化会館内） 
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■その他  

観覧無料。どなたでも自由に入場いただけます。 

 

※新型コロナウイルス感染症対策にご理解とご協力をよろし

くお願いします。 

・ご来場の際は、必ずマスク着用、手指消毒をお願いします。 

・ご来場の前に検温し、３７．５℃以上の発熱がある場合及び

体調がすぐれない方はご遠慮ください。 

・入場時に体温チェックをさせていただきます。３７．５℃以

上の方はご入場できませんのでご了承ください。 

・今後の状況では中止になる場合もございますので、公演当日

は、鳥栖市のホームページまたはお電話で必ずご確認くださ

い。 

問合せ先 スポーツ文化部 文化芸術振興課  ☎８５－３６４５ 
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ジ
ュ
ニ
ア
部
門
Ｂ
コ
ー
ス

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
参
加
申
込
先
◆

　
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局

　
　
〒
84
1-
00
52
　
佐
賀
県
鳥
栖
市
宿
町
80
7-
17

   
   
   
   
   
   
   
  　
　
 (
鳥
栖
市
民
文
化
会
館
内
)

　
　
　
TE
L:
09
42
-8
5-
36
45
  F
A
X:
09
42
-8
5-
36
47

　
　
　
H
P:
ht
tp
s:
//
w
w
w
.c
ity
.to
su
.lg
.jp
/s
ite
/f
up
pe
r/

　
　
　
E-
m
ai
l:b
un
ka
ka
ik
an
@
ci
ty
.to
su
.lg
.jp

◆
参
加
料
振
込
先
（
全
部
門
共
通
） ◆
 

　
　
以
下
の
い
ず
れ
か
の
口
座
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
名
義
：
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

   
  　
　
　
 ■
 ゆ
う
ち
ょ
銀
行
　
 ０
１
７
８
０
－
４
－
９
０
３
３
６

   
   
　
　
　
■
 佐
賀
銀
行
 鳥
栖
支
店
（
普
通
） 
 １
８
２
２
８
６
１

  　
　
　
　
※
参
加
す
る
ご
本
人
の
名
義
で
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

 　
　
　
　
 ※
申
込
期
限
内
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

日
　
　
　
　
　
程

申
　
込
　
期
　
限

20
21
年
9
月
22
日
（
水
）
必
着

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

【
　
審
　
査
　
】　
20
21
年
 1
1
月
14
日
（
日
）

１
．
日
程
と
開
催
場
所

開
　
催
　
場
　
所

カ
テ
ゴ
リ
ー

２
．
課
 題
 曲

下
記
指
定
の
中
か
ら
任
意
の
1
曲
を
選
択
（
繰
り
返
し
は
省
略
）

【
　
参
加
料
　
】

未
就
学
児
の
部

・
ギ
ロ
ッ
ク
/は
じ
め
て
の
ギ
ロ
ッ
ク

6,
00
0
円

小
学
1,
2
年
生
の
部

・
ギ
ロ
ッ
ク
/子
ど
も
の
た
め
の
ア
ル
バ
ム

7,
00
0
円

小
学
3,
4
年
生
の
部

・
シ
ュ
ー
マ
ン
/シ
チ
リ
ア
の
踊
り
op
68
-1
1（

ロマ
ン派
ピア
ノ小
品集
４/
ヤマ
ハピ
アノ
ライ
ブラ
リー
他）

・
マ
ク
ダ
ウ
ェ
ル
/の
ば
ら
に
寄
す
op
51
-1
（
ロ
マ
ン
派
ピ
ア
ノ
小
品
集
４
/ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
他
）

・
ブ
ル
グ
ミ
ュ
ー
ラ
ー
/「
25
の
練
習
曲
」
よ
り
任
意
の
1
曲

8,
00
0
円

高
校
生
の
部

・
シ
ョ
パ
ン
/ワ
ル
ツ
よ
り
任
意
の
1
曲
（
小
犬
を
除
く
）

・
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
/ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
よ
り
任
意
の
1
曲
中
の
一
つ
の
楽
章
（
緩
徐
楽
章
を
除
く
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
シ
ョ
パ
ン
/即
興
曲
よ
り
任
意
の
1
曲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
,0
00
円

・
自
由
曲
（
10
分
以
内
）

大
学
,一
般
の
部

12
,0
00
円

中
学
生
の
部

・
ブ
ル
グ
ミ
ュ
ー
ラ
ー
/「
18
の
練
習
曲
」
よ
り
任
意
の
1
曲

・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
/子
共
の
た
め
の
小
品
集
よ
り
op
.7
2-
2(

ロマ
ン派

ピア
ノ小

品集
４/
ヤマ

ハピ
アノ

ライ
ブラ

リー
他）

・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
/ワ
ル
ツ
op
.3
9-
8（
ロ
マ
ン
派
ピ
ア
ノ
小
品
集
４
/ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
他
）

9,
00
0
円

小
学
5,
6
年
生
の
部

・
平
吉
毅
州
/「
虹
の
リ
ズ
ム
」
よ
り
任
意
の
1
曲

・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
/甘
い
夢
op
.3
9-
21
（
ロ
マ
ン
派
ピ
ア
ノ
小
品
集
４
/ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
他
）

・
グ
リ
ー
グ
/ア
リ
エ
ッ
タ
op
.1
2-
1（
ロ
マ
ン
派
ピ
ア
ノ
小
品
集
４
/ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
他
）

8,
00
0
円

（
1）
す
べ
て
暗
譜
で
演
奏
す
る
こ
と
。
（
2）
制
限
時
間
を
超
え
た
場
合
な
ど
、
進
行
の
都
合
上
演
奏
を
止
め
る
こ
と
が
あ
る
（
採
点
に
は
影
響
し

な
い
）
。
（
3）
自
由
曲
に
つ
い
て
は
、
複
数
曲
で
も
よ
い
（
曲
順
は
自
由
）

３
．
審
 査
 員
　
　
　

　
　
　
審
査
員
長
 　
田
中
 星
治
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
大
分
大
学
教
授
、
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
講
師
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
阪
本
 幹
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
宮
崎
大
学
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
野
沢
 聡
美
　（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
九
州
女
子
大
学
、
久
留
米
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
原
　
 博
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
福
岡
教
育
大
学
講
師
）　

　
　
　
審
 査
 員
 　
吉
田
 あ
か
ね
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
福
岡
女
子
短
期
大
学
准
教
授
）

４
．
賞
 な
 ど
　

　
　
　
参
加
者
全
員
に
、
金
賞
・
銀
賞
・
銅
賞
の
い
ず
れ
か
の
賞
（
賞
状
）
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
 ※
金
賞
受
賞
者
に
は
、
20
22
年
3
月
21
日
（
月
・
祝
）（
予
定
）
の
受
賞
記
念
コ
ン
サ
ート
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
  ※
参
加
者
全
員
に
審
査
員
講
評
を
お
渡
し
し
ま
す
。

５
．
参
加
申
込
　

　
　（
１
）
参
加
資
格
　
制
限
な
し

　
　（
２
）
参
 加
 料
   
上
記
　
※
参
加
者
名
義
で
申
込
期
限
内
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。（
振
込
先
は
下
記
に
記
載
）

　
   （
３
）
申
込
期
間
　
20
21
年
9
月
1
日
（
水
）
～
20
21
年
9
月
22
日
（
水
）
必
着

　
   （
４
）
申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、写
真（
縦
4.
5c
m
×
横
3.
5c
m
程
度
）を
貼
り
付
け
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

   
   （
５
）
そ
 の
 他
　
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
10
月
中
旬
に
本
人
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

◆
鳥
栖
市
民
文
化
会
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
◆

＊
Ｊ
Ｒ
鳥
栖
駅
か
ら
…
徒
歩
約
2 0
分
、
西
鉄
バ
ス（
1,
2,
6,
10
,4
1,
43
番
）　「
西
鉄
鳥
栖
」下
車
徒
歩
5
分
/（
3,
5
番
）「
文
化
会
館
前
」下
車
徒
歩
1
分

＊
九
州
新
幹
線
・Ｊ
Ｒ
新
鳥
栖
駅
か
ら
…
徒
歩
約
25
分
、
西
鉄
バ
ス
（
3,
5
番
）「
文
化
会
館
前
」
下
車
徒
歩
1
分

　
※
福
岡
空
港
 ⇔
 Ｊ
Ｒ
鳥
栖
駅
≪
50
分
程
度
≫
　
　
※
博
多
駅
 ⇔
 Ｊ
Ｒ
鳥
栖
駅
≪
30
～
45
分
程
度
≫
　

第２
7回
フッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノコ
ン
ク
ー
ル２
０2
1

実
施
要
項

公
益
財
団
法
人
二
又
教
育
文
化
振
興
奨
学
会

Pr
es

en
ts

公
益
財
団
法
人
二
又
教
育
文
化
振
興
奨
学
会

Pr
es

en
ts

フ
ッ
ペ
ル
部
門

ジ
ュ
ニ
ア
部
門

20
21

. 11
.5

（
Fr
i）
, 6（

Sa
t）
, 7（

Su
n）

20
21

.　
9.
12

（
Su
n）

20
21

. 1
1.
14

（
Su
n）

20
21

. 1
1.
14

（
Su
n）

※
予
備
日
 2
02
1.　

9.
11

（
Sa
t）

※
予
備
日
 2
02
1.
11
.1
3（

Sa
t）

※
予
備
日
 2
02
1.
11
.1
3（

Sa
t）

Ａ
コ
ー
ス

Ｂ
コ
ー
ス

予
 選

本
 選

鳥
栖
市
に
は
、
ド
イ
ツ
・
フ
ッ
ペ
ル
社
製
の
古
い
ピ
ア
ノ
が
あ
り
ま
す
。
第
２
次
世
界
大
戦
終
結
間
近
、
２
人
の
特
攻
隊
員
が
鳥
栖
小
学
校
を
訪
れ
、

同
校
に
あ
っ
た
こ
の
ピ
ア
ノ
で
、
こ
の
世
の
名
残
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
月
光
」
を
奏
で
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
こ
の
悲
話
に
込
め
ら
れ
た
平
和
へ
の
祈
り
を
次
世
代
に
伝
え
、
音
楽
に
よ
る
平
和
文
化
創
造
を
願
っ
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

鳥
栖
市
に
は
、
ド
イ
ツ
・
フ
ッ
ペ
ル
社
製
の
古
い
ピ
ア
ノ
が
あ
り
ま
す
。
第
２
次
世
界
大
戦
終
結
間
近
、
２
人
の
特
攻
隊
員
が
鳥
栖
小
学
校
を
訪
れ
、

同
校
に
あ
っ
た
こ
の
ピ
ア
ノ
で
、
こ
の
世
の
名
残
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
月
光
」
を
奏
で
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
こ
の
悲
話
に
込
め
ら
れ
た
平
和
へ
の
祈
り
を
次
世
代
に
伝
え
、
音
楽
に
よ
る
平
和
文
化
創
造
を
願
っ
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

主
　
　
　
催
：
鳥
栖
市
、
鳥
栖
市
教
育
委
員
会
、
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

特
別
協
賛
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
　
　
　
援
：
佐
賀
県
、
佐
賀
県
教
育
委
員
会
、
福
岡
県
、
福
岡
県
教
育
委
員
会

特
別
協
力
：
鳥
栖
市
文
化
事
業
協
会
　
　
  協
力
：Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
M
us
ic
N
et
w
or
k 
す
み
れ
会

※
予
備
日
　
20
21
年
11
月
13
日
（
土
）
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フ
ッ
ペ
ル
部
門

　
　【
第
１
次
予
選
】　

　
　
　
次
の
〈
1〉
と
〈
2〉
を
演
奏
す
る
。（
〈
1〉
→〈
2〉
の
順
で
演
奏
す
る
こ
と
）

　
　
　〈
1〉
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
作
曲
　
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
曲
集
 第
Ⅰ
巻
、
第
Ⅱ
巻
か
ら
1
曲
（
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
フ
ー
ガ
）

　
　
　〈
2〉
自
由
曲
（
複
数
曲
可
）（
演
奏
時
間
は
〈
1〉
と
〈
2〉
を
合
わ
せ
て
10
分
以
内
。
自
由
曲
の
曲
順
は
自
由
と
す
る
）

　
　【
第
２
次
予
選
】　

　
　
　
次
の
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
か
ら
１
曲
（
全
楽
章
）
を
演
奏
す
る
。

　
　
　
◆
ハ
イ
ド
ン

　
　
　
　
①
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ハ
短
調
 H
ob
.X
V
I/
20

　
　
　
　
②
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 変
イ
長
調
H
ob
.X
V
I/
46

　
　
　
　
③
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ハ
長
調
H
ob
.X
V
I/
50
（
第
3
楽
章
の
す
べ
て
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
　
④
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 変
ホ
長
調
H
ob
.X
V
I/
52

　
　
　
◆
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

　
　
　
　
⑤
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 イ
短
調
 K
.3
10
(K
.3
00
d）
（
第
3
楽
章
の
す
べ
て
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
　
⑥
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ニ
長
調
 K
.3
11
(K
.2
84
c）

　
　
　
　
⑦
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 変
ロ
長
調
 K
.3
33
(K
.3
15
c）

　
　
　
　
⑧
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ハ
短
調
 Ｋ
.4
57

　
　
　
　
⑨
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ニ
長
調
 Ｋ
.5
76
（
第
1
楽
章
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
◆
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

　
　
　
　
⑩
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
8
番
 ハ
短
調
「
悲
愴
」 
op
.1
3

　
　
　
　
⑪
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
12
番
 変
イ
長
調
「
葬
送
行
進
曲
付
き
」 
op
.2
6（
第
2楽
章
の
ト
リ
オ
、第
3楽
章
、第
4楽
章
の
す
べ
て
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
　
⑫
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
13
番
 変
ホ
長
調
「
幻
想
風
ソ
ナ
タ
」 
op
.2
7-
1（
全
楽
章
の
す
べ
て
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
　
⑬
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
14
番
 嬰
ハ
短
調
「
幻
想
風
ソ
ナ
タ
」 
op
.2
7-
2 
≪
月
光
≫（
第
2楽
章
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
） 　

　
　
　
　
⑭
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
17
番
 ニ
短
調
「
テ
ン
ペ
ス
ト
」 
op
.3
1-
2

　
　
　
　
⑮
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
26
番
 変
ホ
長
調
「
告
別
」 
op
.8
1a

　
　
　
◆
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

　
　
　
　
⑯
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 イ
短
調
 Ｄ
.5
37

　
　
　
　
⑰
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 イ
長
調
 Ｄ
.6
64

　
　
　
　
⑱
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 イ
短
調
 Ｄ
.7
84

　
　【
　
本
　
選
　
】

　
　
　
自
由
曲
（
演
奏
時
間
は
20
～
30
分
程
度
）

日
　
　
　
　
　
程

申
　
込
　
期
　
限

参
　
加
　
料

【
第
１
次
予
選
】　
20
21
年
11
月
5
日
（
金
）

20
21
年
8
月
16
日
（
月
）
必
着
25
,0
00
円

15
,0
00
円

【
第
２
次
予
選
】　
20
21
年
11
月
6
日
（
土
）

【
　
本
　
選
　
】 
  2
02
1
年
11
月
7
日
（
日
）

開
　
催
　
場
　
所

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

１
．
日
程
と
開
催
場
所

３
．
審
 査
 員
　
　
　

　
　
　
審
査
員
長
　
　
植
田
 克
己
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授
、上
野
学
園
特
任
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
　
　
石
井
 克
典
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
東
京
音
楽
大
学
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
　
　
奥
田
 佳
道
（
音
楽
評
論
家
）

　
　
　
審
 査
 員
　
　
佐
藤
 美
香
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
平
成
音
楽
大
学
客
員
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
　
　
中
尾
 　
純
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
愛
知
県
立
芸
術
大
学
准
教
授
）

４
．
賞
 な
 ど
　

　
　
　
第
１
位
 ：
賞
状
・
盾
・
賞
金
50
万
円
／
第
２
位
 ：
賞
状
・
盾
・
賞
金
30
万
円
／
第
３
位
 ：
賞
状
・
盾
・
賞
金
15
万
円

　
　
　
月
光
賞
 ：
賞
状
・
盾
・
賞
金
 1
0
万
円
  ※
第
２
次
予
選
で
ソ
ナ
タ
≪
月
光
≫
を
演
奏
し
た
中
で
特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
人
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
入
　
選
 ：
賞
状
・
賞
金
 5
万
円
　

　
　
　
 ※
入
賞
者
の
う
ち
特
に
優
秀
な
人
に
は
、
20
22
年
度
に
鳥
栖
市
で
開
催
さ
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
演
奏
会（
詳
細
未
定
）に
お
い
て
、

　
　
　
 　
協
奏
曲
の
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
そ
の
際
の
演
奏
曲
に
つ
い
て
は
事
務
局
が
指
定
し
ま
す
。

　
　
　
 ※
前
項
以
外
の
入
賞
者
に
は
、
20
22
年
3
月
21
日
（
月
・
祝
）（
予
定
）
の
受
賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
 ※
参
加
者
全
員
に
審
査
員
講
評
を
お
渡
し
し
ま
す
。

５
．
参
加
申
込
　

　
　
　（
１
）
参
加
資
格
　
制
限
な
し

　
　
　（
２
）
参
 加
 料
　【
第
１
次
予
選
】　
25
,0
00
円
　
※
参
加
者
名
義
で
申
込
期
限
内
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。（
振
込
先
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 【
第
２
次
予
選
】　
15
,0
00
円
　
※
第
１
次
予
選
通
過
時
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　（
３
）
申
込
期
間
　
20
21
年
7
月
21
日
（
水
）
～
20
21
年
8
月
16
日
（
月
）　
※
必
着

　
　
　（
４
）
申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
（
縦
4.
5c
m
×
横
3.
5c
m
程
度
）
を
貼
り
付
け
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　（
５
）
そ
 の
 他
　
①
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
9
月
上
旬
頃
に
本
人
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  ②
宿
泊
先
、
練
習
会
場
等
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
施
設
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  ③
期
間
中
は
文
化
会
館
内
に
3
部
屋
練
習
室
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

２
．
課
 題
 曲

※
月
光
賞
の
対
象

(1
)す
べ
て
暗
譜
で
演
奏
す
る
こ
と
。
(2
)進
行
の
都
合
上
、
演
奏
を
止
め
る
こ
と
が
あ
る
（
採
点
に
は
影
響
し
な
い
）。
(3
)注
意
書
き

以
外
の
繰
り
返
し
は
自
由
。
(4
)本
選
に
つ
い
て
は
、
第
１
次
予
選
、
第
２
次
予
選
で
選
曲
し
た
も
の
を
除
く
。
複
数
曲
で
も
よ
い（
曲

順
は
自
由
）。
出
版
さ
れ
て
い
る
曲
に
限
る
。
楽
譜
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

１
．
日
程
と
開
催
場
所

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
Ａ
コ
ー
ス

日
　
　
　
　
　
程

申
　
込
　
期
　
限

20
21
年
７
月
23
日
（
金
）
必
着

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

【
　
予
　
選
　
】　
20
21
年
  
9
月
12
日
（
日
）

【
　
本
　
選
　
】 
  2
02
1
年
11
月
14
日
（
日
）

開
　
催
　
場
　
所

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

注
意
事
項
（
各
部
門
共
通
）

(1
) コ
ン
ク
ー
ル
参
加
の
た
め
に
入
国
査
証
が
必
要
な
場
合
に
は
、
参
加
者
本
人
の
責
任
で
入
国
査
証
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
査
証
取
得
の
た
め
招
聘

　
  状
等
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
運
営
事
務
局
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

(2
) コ
ン
ク
ー
ル
参
加
時
の
参
加
者
自
身
の
健
康
、
傷
害
に
関
す
る
保
険
及
び
手
荷
物
、
そ
の
他
の
所
持
物
に
関
す
る
事
故
、
火
災
、
盗
難
、
破
損
に
関
す
る
保

   
  険
に
つ
い
て
は
、
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
は
本
人
自
身
で
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

(3
) 本
コ
ン
ク
ー
ル
で
行
わ
れ
る
全
て
の
演
奏
及
び
式
典
、
審
査
、
関
連
催
事
に
関
し
、
出
場
者
が
有
す
る
放
送
権
、
上
演
権
、
録
音
権
、
録
画
権
、
出
版
権
、

   
  肖
像
権
等
の
諸
権
利
は
、
主
催
者
で
あ
る
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す
。

(4
) こ
の
実
施
要
項
に
関
し
て
発
生
す
る
問
題
は
、
本
要
項
に
基
づ
き
、
か
つ
日
本
の
法
律
に
準
拠
し
て
解
決
さ
れ
ま
す
。

(5
)参
加
申
込
後
の
辞
退
に
よ
る
参
加
料
は
返
金
い
た
し
ま
せ
ん
。 

３
．
審
 査
 員
　
　
　

　
　
　
審
査
員
長
 　
田
中
 星
治
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
大
分
大
学
教
授
、
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
講
師
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
阪
本
 幹
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
宮
崎
大
学
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
野
沢
 聡
美
　（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
九
州
女
子
大
学
、
久
留
米
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
原
　
 博
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
福
岡
教
育
大
学
講
師
）　

　
　
　
審
 査
 員
 　
吉
田
 あ
か
ね
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
福
岡
女
子
短
期
大
学
准
教
授
）

４
．
賞
 な
 ど
　

　
　
　
第
１
位
、
第
２
位
、
第
３
位
 ：
賞
状
・
盾
　
　
　
入
　
選
 ：
賞
状
　

　
　
　
※
入
賞
者
の
う
ち
特
に
優
秀
な
人
に
は
、
20
22
年
度
に
鳥
栖
市
で
開
催
さ
れ
る
室
内
楽
演
奏
会（
詳
細
未
定
）
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し

　
　
　
　
て
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
そ
の
際
の
演
奏
曲
に
つ
い
て
は
事
務
局
が
指
定
し
ま
す
。

　
　
　
※
前
項
以
外
の
入
賞
者
に
は
、
20
22
年
3月
21
日
（
月
・
祝
）
（
予
定
）
の
受
賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
※
参
加
者
全
員
に
審
査
員
講
評
を
お
渡
し
し
ま
す
。

５
．
参
加
申
込
　

　
　（
１
）
参
加
資
格
　
制
限
な
し

　
　（
２
）
参
 加
 料
   【
予
選
】　
上
記
　
※
参
加
者
名
義
で
申
込
期
限
内
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。（
振
込
先
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  【
本
選
】　
上
記
　
※
予
選
通
過
時
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　
   （
３
）
申
込
期
間
　
20
21
年
7
月
1
日
（
木
）
～
20
21
年
7
月
23
日
（
金
）
必
着

　
   （
４
）
申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、写
真（
縦
4.
5c
m
×
横
3.
5c
m
程
度
）を
貼
り
付
け
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

   
   （
５
）
そ
 の
 他
　
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
8
月
中
旬
に
本
人
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

※
予
備
日
　
20
21
年
  9
月
11
日
（
土
）

※
予
備
日
　
20
21
年
11
月
13
日
（
土
）

２
．
課
 題
 曲

カ
テ
ゴ
リ
ー

【
　
予
 　
選
　
】　
※
①
→
②
の
順
で
演
奏
す
る
こ
と

【
　
本
　
選
　
】

①
課
題
曲

下
記
指
定
の
中
か
ら
任
意
の
1
曲
を
選
択
（
繰
り
返
し
は
省
略
）

②
自
由
曲

参
加
料

※
①
と
②
を
合
わ
せ
て
12
分
以
内

※
①
と
②
を
合
わ
せ
て
15
分
以
内

自
由
曲

参
加
料

未
就
学
児
の
部

・
楽
し
い
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
（
ヤ
マ
ハ
出
版
）
1
巻

・
M
iy
os
hi
ピ
ア
ノ・
メ
ソ
ー
ド（
カ
ワ
イ
出
版
）
2巻
又
は
3巻
（
連
弾
曲
は
除
く
）
2
分
以
内

（
複
数
曲
可
）
10
,0
00
円

12
,0
00
円

4
分
以
内

小
学
1,
2
年
生
の
部

・
楽
し
い
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
（
ヤ
マ
ハ
出
版
）
1
～
2
巻

・
M
iy
os
hi
ピ
ア
ノ・
メ
ソ
ー
ド（
カ
ワ
イ
出
版
）
3
巻（
連
弾
曲
は
除
く
）
2
分
以
内

（
複
数
曲
可
）
10
,0
00
円

12
,0
00
円

5
分
以
内

小
学
3,
4
年
生
の
部

・
プ
レ
・
イ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
（
全
音
楽
譜
出
版
）

・Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/2
声
の
イ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン

3
分
以
内

（
複
数
曲
可
）
10
,0
00
円

12
,0
00
円

6
分
以
内

高
校
生
の
部

・Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/平
均
律
ク
ラ
ヴィ
ー
ア
曲
集
　第
Ⅰ
巻
、第
Ⅱ
巻
よ
り
フ
ー
ガ
複
数
曲
可

14
,0
00
円

17
,0
00
円

8
分
以
内

・Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
曲
集
　
第
Ⅰ
巻
、
第
Ⅱ
巻
よ
り

  任
意
の
1
曲
（
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
及
び
フ
ー
ガ
）

複
数
曲
可

大
学
,一
般
の
部

14
,0
00
円

17
,0
00
円

12
分
以
内

中
学
生
の
部

・Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/3
声
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア

・Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/フ
ラ
ン
ス
組
曲
よ
り
任
意
の
ア
ル
マ
ン
ド
又
は
ジ
ー
グ

・Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/平
均
律
ク
ラ
ヴィ
ー
ア
曲
集
　第
Ⅰ
巻
、第
Ⅱ
巻
よ
り
フ
ー
ガ
8
分
以
内

（
複
数
曲
可
）
12
,0
00
円

14
,0
00
円

7
分
以
内

小
学
5,
6
年
生
の
部

・Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/2
声
の
イ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン

・Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/3
声
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア

・Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/フ
ラ
ン
ス
組
曲
よ
り
任
意
の
ア
ル
マ
ン
ド

4
分
以
内

（
複
数
曲
可
）

14
,0
00
円

7
分
以
内

12
,0
00
円

（
1）
本
選
で
は
、
予
選
と
異
な
る
曲
を
演
奏
す
る
こ
と
。
（
2）
す
べ
て
暗
譜
で
演
奏
す
る
こ
と
。
（
3）
制
限
時
間
を
超
え
た
場
合
な
ど
、
進
行

の
都
合
上
演
奏
を
止
め
る
こ
と
が
あ
る
（
採
点
に
は
影
響
し
な
い
）
。
（
4）
本
選
の
自
由
曲
に
つ
い
て
は
、
複
数
曲
で
も
よ
い
（
曲
順
は
自
由
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
開
催
を
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
開
催
中
止
の
場
合
の
参
加
料
に

　
つ
き
ま
し
て
は
、
全
額
ご
返
金
い
た
し
ま
す
。
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